
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 8/13（火）、8/26(月) 13:30 ～ 16:00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）
行政書士 8/21（水） 10:00 ～ 15:00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

人権・行政相談 8/8（木） 13:30 ～ 16:00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談 8/2（金） 9:30 ～ 11:30 役場町民ホール 保健センターｔ 049（294）5511

電話健康相談 平日 9:00 ～ 17:00 保健センターｔ 049（294）5511

育児ほっと相談室 8/1（木） 10:00 ～ 11:45 保健センターｔ 049（294）5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00 ～ 12:00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ 049（295）2112 126

子育て相談
なんでも話してみよう

8/9（金）
10:00 ～ 11:00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ 049（294）48208/23（金） 子育て支援センター

教育相談 平日 10:00 ～ 16:30 教育センターｔ 049（295）2525（電話相談可）

心配ごと相談 毎週水曜日 10:00 ～ 12:00 社会福祉協議会（ウィズもろやま内）ｔ049（295）3111

消費生活相談 毎週火曜日 10:00 ～ 15:00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214

生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30 ～ 17:00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（ウィズもろやま内）ｔ 080-2274-1445

渋沢栄一の
        毛呂村訪問

歴史散歩
第302回

治
29
年
（
１
８
９
６
）
に
毛
呂
村
と
越
生
町
の
有
志
５

名
が
発ほ
っ
き
に
ん

起
人
と
な
り
設
立
し
た
越
生
銀
行
が
あ
り
、
銀

行
設
立
に
栄
一
は
援
助
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

越
生
町
を
訪
れ
た
翌
日
、
栄
一
は
毛
呂
村
有
志
の
招

き
を
受
け
、
出
雲
伊
波
比
神
社
と
毛
呂
尋
常
小
学
校
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
栄
一
の
毛
呂
村
訪
問
を
は
た
ら

き
か
け
た
人
物
の
一
人
が
、
当
時
毛
呂
村
村
会
議
員
を

つ
と
め
て
い
た
栗く
り
は
ら
か
ん
じ
ろ
う

原
勘
次
郎
で
す
。
栗
原
勘
次
郎
は
、

長
瀬
の
豪
農
の
家
に
生
ま
れ
、
越
生
銀
行
設
立
に
携
た
ず
さ

わ
っ
た
一
人
で
す
。
栄
一
を
毛
呂
村
に
招
い
た
の
は
、

越
生
銀
行
設
立
時
に
栄
一
に
お
世
話
に
な
っ
た
勘
次
郎

の
感
謝
の
表
れ
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

栄
一
の
毛
呂
村
滞
在
は
短
い
時
間
で
し
た
が
、
勘
次

郎
は
翌
日
か
ら
大
阪
で
行
わ
れ
る
会
合
に
向
う
栄
一
を

川
越
ま
で
見
送
り
ま
し
た
。
毛
呂
村
で
の
も
て
な
し
に

感
激
し
た
栄
一
は
、

翌
々
日
の
17
日
に
勘

次
郎
に
宛
て
御
礼

の
手
紙
を
送
っ
て
い

ま
す
。
栗
原
家
に
伝

わ
る
渋
沢
栄
一
か
ら

の
手
紙
に
は
、
毛
呂

村
訪
問
で
お
世
話
に

な
っ
た
人
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
が
記
さ

れ
て
お
り
、
多
忙
な

な
か
で
も
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
栄

一
の
優
し
さ
が
伺
わ

れ
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
９
日
、
２
０
２
４
年
の
上
半
期
か
ら
流

通
す
る
紙し
へ
い幣
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
更
さ
れ
る
と
い
う
発
表

が
あ
り
、
新
一
万
円
札
に
埼
玉
県
の
偉
人
渋し
ぶ
さ
わ
え
い
い
ち

沢
栄
一
が

描
か
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。こ
の
発
表
を
受
け
、

近
代
産
業
の
父
、
渋
沢
栄
一
の
業
績
に
改
め
て
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

渋
沢
栄
一
は
、
天
保
11
年
（
１
８
４
０
）
に

血ち
あ
ら
い
じ
ま
む
ら

洗
島
村
（
現
在
の
深
谷
市
）
の
藍あ

い

の
取
引
を
行
う

豪ご
う
の
う農

の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
期
よ
り
家
業
の

藍あ
い
だ
ま玉

販
売
を
通
し
て
商
才
を
培

つ
ち
か

っ
た
栄
一
は
、
青
年
期

に
仕
え
た
一
橋
徳
川
家
に
随ず
い
こ
う行

し
て
訪
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
産
業
活
動
や
企
業
の
活
躍
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
活
か
し
、
明
治
・
大
正
時
代
に
は
銀
行
や
製
造

業
な
ど
多
く
の
企
業
設
立
に
関
わ
り
、
日
本
の
経
済
・

産
業
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
故
郷
の
埼
玉
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
栄
一

は
、
明
治
45
年
（
１
９
１
２
）
に
は
毛
呂
山
を
訪
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
栄
一
の
日
記
に
は
、
４
月
14
日
に
入
間
郡
銀

行
会
の
招
き
を
受
け
て
越
生
町
を
訪
れ
、
越
生
尋じ
ん
じ
ょ
う常

高
等
小
学
校
に
て
銀
行
関
係
者
や
織
物
業
者
向
け
の
講

演
を
行
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
越
生
町
に
は
、
明

町の無料相談

栗原勘次郎の肖像画と栗原家に伝わる渋沢栄一からの手紙
（『栗原家文書』より。７月末まで歴史民俗資料館にて公開中）

広報もろやま ２０１９．７　 24



水道事業を考えよう
未来へ引き継ぐ 安全で頼れる水道をめざして

問　水道課浄水場係　ｔ 049(295)2112 168

第８回

水道事業を考えよう
未来へ引き継ぐ 安全で頼れる水道をめざして

苦林浄水場

川角駅

武州長瀬駅

東毛呂駅

阿諏訪第１中継所

総合公園体育館

大谷木浄水場

金塚浄水場 毛呂駅

水道の施設には、水道水を作るための浄水設備、塩素を注入するため

の設備、水を送るためのポンプ設備、これらを制御するための電気設

備などがあります。

毛呂山町には、30 年以上を経過した水道施設が数多く残っており、

全ての施設について、毎年整備・点検は行っていますが、様々な故障

が年々増えてきている状況です。

また、最近では地震や豪雨等による自然災害が多くなっていることか

ら、災害に強い水道施設が求められています。大規模な災害が起きた

際に給水が停止しないためにも、これからも設備の整備・点検に加え

老朽化施設の更新工事や耐震診断を行っていき、皆さんに安心安全な

水を供給していきます。

老朽化している水道施設について
毛呂山町の水道は昭和 40 年に金塚浄水場より給水を開始し

て、昭和 47 年には苦林浄水場の給水が始まりました。

その他にも、大谷木浄水場や山間部の施設として各中継場及

び配水場が順次整備され、昭和 63 年にはほぼ現在の配水区

域が整備されました。

昭和 52 年当時の水道工事の様子（滝ノ入地区）

苦林浄水場のポンプ設備。昭和 47 年に
整備されたものを随時改修しながら使
用している。

金塚浄水場。昭和 40 年
度に広域簡易水道とし
て発足。平成 15 年に大
規模な施設の改善や水
道管の入替工事を行っ
ている。

阿諏訪第１中継場。昭和 61 年度整
備されたもの。山間地にはこのよう
な中継所・配水場が多くある。

大谷木浄水場。昭和 55 年に整備され
た。もともとは地区の簡易水道施設で
あった。

大谷木浄水場の水
源。山間の沢（３
か所）から取水し
ている。
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